
 

 

～ 日本海難防止協会シンガポール連絡事務所発SRO news ～ 

（Ref No：26-06） 

 

１ 5 月 7 日、バヌアツ政府が豪州との安全保障に関する「ナカマル協定」を

承認した。バヌアツのナパット首相は昨年 9 月に同協定の署名を見送っていた

が、数カ月間の困難な交渉の結果、妥協案での合意に至る見通しである。新協

定は豪州を主要な安全保障パートナーと位置付ける内容とされ、中国を含む他

のパートナーと関係を築くことを妨げるものではない。 

原文 

（12th May 2026, PACNEWS） 

 

２ インドネシア海軍は、マラッカ海峡の南の玄関口付近のタンジュンピナン

に、トルコ製無人航空機 ANKAの拠点を設置した。この配備は情報収集、監視、

偵察活動を通じ、世界有数の海上交通の要衝はもちろん、係争海域も含めたイ

ンドネシアの海上監視能力を大幅に向上させるものである。 

原文 

（11th May 2026, DSA） 

 

３ 5 月 11 日、パプアニューギニア（PNG）のマラペ首相は初となるメラネシ

ア海洋サミット 2026をポートモレスビーで開催した。同首相は 3日間に亘るこ

のサミットを、海洋保全と気候変動対策に関する太平洋地域の共通の声を高め

る「歴史的な集まり」と評した。サミットでは、ツバルのテオ首相及びトンガ

のファカファヌア首相が、それぞれ初めての国家海洋政策の策定中である旨を

発表したほか、PNG のキレパ環境保全・気候変動相は、同国における海洋保護

区域の拡大に言及した。 

原文 

（12th May 2026, The PNG Bulletin） 

原文 

（13th May 2026, PACNEWS） 

原文 

（13th May 2026, PACNEWS） 

原文 

（13th May 2026, PACNEWS） 

https://pina.com.fj/2026/05/12/vanuatus-cabinet-approves-new-version-of-nakamal-agreement-with-australia/
https://defencesecurityasia.com/en/indonesia-anka-drones-malacca-strait-south-china-sea-surveillance-power-shift/
https://thepngbulletin.com/news/prime-minister-marape-officially-opens-historic-melanesian-ocean-summit-2026/
https://pina.com.fj/2026/05/13/tuvalu-to-launch-historic-first-national-ocean-policy-on-world-ocean-day/
https://pina.com.fj/2026/05/13/tonga-to-launch-national-ocean-policy-in-2026/
https://pina.com.fj/2026/05/13/png-aims-to-expand-marine-protected-areas-kilepa/


４ フィリピンのマルコス大統領は、5 月 8 日に行われた ASEAN 首脳会議後の

会見で、東南アジア全域における自由航行、海上安全等の海洋課題に関する連

携強化を目的として「ASEAN 海事センター」を同国に設立する構想について、

幅広い合意に達したと発表した。一部の専門家は、ReCAAP など既存機関との機

能重複や、南シナ海をめぐる対中関係に関する加盟国間の温度差が、同構想の

障害になる可能性があると述べた。 

原文 

（13th May 2026, South China Morning Post） 

 

５ 5 月 12 日、中国からソロモン諸島に高速艇「イサレイ（Isalei）」が引き

渡された。引渡し式典にはマネレ暫定首相や中国の蔡大使らが出席。同船は全

長 11.5 メートルで 12 名が乗船可能。マネレ氏は、この高速船は輸送サービス

を改善し、地域コミュニティへのサービス提供の支えとなるだろうと述べた。 

原文 

（13th May 2026, Solomon Star） 

 

６ 5 月 15 日朝、ソロモン諸島の議会で首相選出の投票が行われ、野党指導者

として 20年間国会議員を務めてきたワレ氏が新首相に就任した。同氏は当選後

の第一声で「変化が訪れる」と発言しており、豪州のシンクタンク・ローウィ

研究所のグラハム氏は、ワレ氏の下で中国との関係に関して「方針転換と言う

よりは慎重な再調整」が行われる可能性が高いと述べた。 

原文 

（15th May 2026, ABC） 

 

７ パラオと豪州は、海洋安全保障協力 30 周年を記念し、5 月 7 日に、強化さ

れた太平洋海洋安全保障プログラムに関する覚書（MOU）に署名した。これに

より、巡視船の豪州でのメンテナンス費用の増大や燃料、備品等の供給確保、

追加の訓練、航空監視の強化等について資金が拡充される。 

原文 

（12th May 2026, Island Times） 

 

８ 5 月 11 日、パラオ司法省は、国内におけるメタンフェタミン事件の有罪判

決、押収、罰金が急増していると発表した。2024 年度の有罪判決は 15 件、罰

金総額は 195,750 ドルであったが、2025 年度には有罪判決 23 件、押収量

1,037.08グラム、罰金総額 415,000ドルに達した。 

原文 

（12th May 2026, Island Times） 

 

https://www.scmp.com/week-asia/politics/article/3353394/philippines-asean-maritime-hub-pitch-meets-big-red-elephant-south-china-sea-realities
https://www.solomonstarnews.com/china-donates-fast-craft-to-isabel-province/
https://www.abc.net.au/news/2026-05-15/solomon-islands-new-prime-minister-matthew-wale/106683120
https://islandtimes.org/palau-and-australia-mark-30-years-of-maritime-security-cooperation/
https://islandtimes.org/meth-convictions-triple-in-palau-as-courts-impose-record-drug-fines/


９ 昨年の UNESCO 総会で 4 月 25 日が国際小島嶼開発途上国（SIDS）デーとし

て制定されたことを受け、4 月 24 日、小島嶼国連合（AOSIS）議長であるパラ

オは、ニューヨークの国連本部で初めての国際 SIDSデーを祝うイベントを開催

した。このイベントでは、各国の高官、大使・外交官、パートナーなどが一堂

に会し、SIDS の団結と豊かな文化を象徴化するとともに、幅広い国際社会から

の継続的な連携・協力を要請した。 

原文 

（12th May 2026, Island Times） 

 

１０ 日本郵船とシンガポール海事港湾庁（MPA）は、4 月 29 日に、自動車運

送船を用いて、自律航法システムの実証試験を実施した。MPA の港湾システム

との相互運用性などが検証され、実証結果は同庁の次世代船舶交通管理システ

ムや陸上支援システムの研究に活用される。 

原文 

（12th May 2026, Seatrade） 

 

１１ 米国会計検査院の報告書によると、パラオ、ミクロネシア、マーシャル

諸島は、米国から 2024年度の自由連合協定（COFA）の助成金の入金が遅れたこ

とで、COFAに関する一部のプロジェクトが停滞していることが判明した。 

原文 

（13th May 2026, Pacific Island Times） 

 

１２ 豪州は 2026-2027 年度の援助予算について、全体としては縮小したもの

の、太平洋地域への政府開発援助（ODA）は前年比 3％増の 22 億豪ドルと微増

させた。総援助予算 52 億豪ドルの約 42％を占める。一方、東南アジアでは

5.7％増の 13 億豪ドルとなり、中東・アフリカは 5.6％減の 1 億 4400 万豪ドル

となった。国連開発計画（UNDP）等への拠出も削減された。 

原文 

（13th May 2026, RNZ） 

 

１３ ニウエ議会は 5月 14日にタンゲランギ氏を首相に再選し、今後 3年間任

期を継続することが決定した。同氏は 2020年から政権を率いている。また、新

議会では議長にタランギ氏が就任したほか、女性議員が過去最多の 7 人当選し、

全体の 35％を占めた。 

原文 

（15th May 2026, RNZ） 

 

https://islandtimes.org/senior-level-officials-ambassadors-delegates-and-partners-gather-for-the-inaugural-celebration-of-the-international-day-for-small-island-developing-states-sids-hosted-by-palau/
https://www.seatrade-maritime.com/ports-logistics/nyk-car-carrier-completes-singapore-autonomous-navigation-trial?utm_campaign=STRADE_News_Seatrade%20Maritime%20Daily%20Headlines_NL_20260513&utm_emailname=STRADE_News_Seatrade%20Maritime%20Daily%20Headlines_NL_20260513&utm_medium=email&utm_source=eloqua&utm_MDMContactID=be23cd73-dc6a-41bd-9cbf-3cf7331b59c2&utm_campaigntype=Newsletter&eM=0ba78ad3815a0d6b20c237be21e756e17264a0edbc207780475b2990db6096f8&eventSeriesCode=ES_SEATRDMTMCTNT&eventEditionCode=MTM00SRC&sessionCode=S_STRDMTMNEWS&sp_eh=0ba78ad3815a0d6b20c237be21e756e17264a0edbc207780475b2990db6096f8
https://www.pacificislandtimes.com/post/delayed-release-of-us-funds-stalls-cofa-projects-in-palau-fsm-marshall-islands
https://www.rnz.co.nz/news/pacific/595087/pacific-aid-sees-small-boost-as-australia-s-overall-budget-shrinks
https://www.rnz.co.nz/news/pacific_niue/595294/close-vote-sees-niue-s-dalton-tagelagi-back-in-as-prime-minister


１４ 4 月 25 日から 5 月 8 日にかけて、海上保安庁のモバイルコーポレーショ

ンチーム（MCT）は、マーシャル諸島でパラオ、米国沿岸警備隊、豪州海軍ら

と合同海上捜索救助訓練を実施した。笹川平和財団が支援する 5 年間の取組の

最終年度として、インド太平洋地域における多国間連携の強化を目指す。 

原文 

（15th May 2026, The Marshall Island Journal） 

 

  



                                                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


